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1.  平成22年6月期第2四半期の業績（平成21年7月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年6月期第2四半期 2,473 △1.8 35 △59.6 53 △41.8 28 △7.1

21年6月期第2四半期 2,519 ― 88 ― 91 ― 30 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年6月期第2四半期 3,472.85 3,451.25
21年6月期第2四半期 3,738.62 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年6月期第2四半期 3,183 717 22.3 87,223.34
21年6月期 2,677 686 25.5 83,750.49

（参考） 自己資本   22年6月期第2四半期  711百万円 21年6月期  682百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年6月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

22年6月期 ― 0.00

22年6月期 
（予想）

― 0.00 0.00

3.  平成22年6月期の業績予想（平成21年7月1日～平成22年6月30日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,148 5.5 57 21.1 61 14.2 30 ― 3,783.17



4.  その他 

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年6月期第2四半期 8,152株 21年6月期  8,152株

② 期末自己株式数 22年6月期第2四半期  ―株 21年6月期  ―株

③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 22年6月期第2四半期 8,152株 21年6月期第2四半期 8,152株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、４ページ【定性的情報・財務諸表等】「３．業績予想に関する定
性的情報」をご覧ください。 



 当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、一旦持ち直しの兆しを見せたものの、依然として企業の収益が低

下しており、完全失業率が過去最高水準で推移するなど、先行きは不透明な状況が続いております。 

 外食業界におきましても、消費者の生活防衛意識の高まりによる節約志向が強まり、実質雇用者所得が徐々に減少

傾向にある事も受け、依然として厳しい状況が続いております。 

 このような経済環境のもと、当社は関西圏での更なるブランド力の向上と積極的に関東圏への進出を行い、当第２

四半期累計期間において、京都で１店舗（六角酒場 ちゃぶちゃぶ）、大阪で１店舗（NIPPON BAR smile KI・

CHI・RI）の業態変更を行いました。また、「Casual Dining KICHIRI」を神奈川で１店舗及び東京で２店舗、「純正

コラーゲンスープ店」を東京で１店舗、「まなや」を東京で１店舗出店し、事業規模の拡大を図ってまいりまし

た。   

 その結果、当第２四半期累計期間の売上高は2,473百万円（前年同期比1.8%減）、営業利益は35百万円（同59.6% 

減）、経常利益は53百万円（同41.8%減）、四半期純利益は28百万円（同7.1%減）となりました。   

  

 （１）資産、負債及び純資産の状況  

 （資産） 

     当第２四半期会計期間末における資産合計は3,183百万円となり、前事業年度末と比較して505百万円増加とな 

  りました。 

    このうち、流動資産合計は930百万円となり、前事業年度末と比較して287百万円増加しております。増加の主 

  な要因は、現金及び預金が242百万円、売掛金が27百万円増加したことによるものであります。 

     固定資産の合計は2,252百万円となり、前事業年度末と比較して218百万円増加しております。増加の主な要因 

   は、新規店舗出店及び店舗改装により、建物が117百万円、リース資産、器具及び備品等のその他の有形固定資産

  が81百万円、差入保証金が28百万円増加したことによるものであります。 

 （負債） 

   当第２四半期会計期間末における負債合計は2,466百万円となり、前事業年度末と比較して474百万円増加して 

   おります。 

     このうち、流動負債合計は1,150百万円となり、前事業年度末と比較して243百万円増加しております。増加の 

  主な要因は、新規店舗出店の為の１年以内返済予定の長期借入金が57百万円増加したこと及び店舗増加に伴う買 

  掛金が59百万円増加したことによるものであります。 

     固定負債合計は1,315百万円となり、前事業年度末と比較して231百万円増加しております。増加の主な要因 

  は、新規店舗出店によりリース債務が73百万円増加したこと及びビールメーカーとの専売契約による長期前受収 

  益が126百万円発生したことによるものであります。 

 （純資産）  

     当第２四半期会計期間末における純資産合計は717百万円となり、前事業年度末と比較して30百万円増加してお

  ります。増加の主な要因は、四半期純利益28百万円の計上に伴い利益剰余金が増加したことによるものでありま 

  す。 

   

 （２）キャッシュ・フローの状況 

     当第２四半期累計期間における当社の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動によるキャ 

  ッシュ・フローが268百万円の資金増、投資活動によるキャッシュ・フローが114百万円の資金減、財務活動によ 

   るキャッシュ・フローが88百万円の資金増となりました。その結果、当第２四半期累計期間末の資金残高は、676

   百万円となりました。 

     当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

    営業活動の結果、268百万円のキャッシュ・フローの増加となりました。 

    主な増加の要因として、ビールメーカーとの専売契約による長期前受収益が126百万円増加したこと及び仕入債

   務が59百万円増加したほか、減価償却費113百万円、税引前四半期純利益を50百万円計上したことによるもので  

   す。 

     一方、減少の要因として、ビールメーカーへの契約解約金支払額82百万円が大きく影響しております。 

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

     投資活動の結果、114百万円のキャッシュ・フローの減少となりました。 

     これは主に、新規出店による有形固定資産取得のために68百万円の支出と保証金差入48百万円を行ったため 

定性的情報・財務諸表等

１．経営成績に関する定性的情報

２．財政状態に関する定性的情報



  であります。 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

     財務活動の結果、88百万円のキャッシュ・フローの増加となりました。 

     これは主に、新規店舗出店のための長期借入300百万を行い、長期借入金の返済による支出202百万円があった 

  ことによります。 

  

 平成22年６月期の業績予想につきましては、修正を行っておりません。これは、下半期における景気動向や個人消

費の動向及び食材原価の動向等が不透明であり、依然として厳しい経営環境が続くものと見通されるためです。  

  

  該当事項はありません 

  

  該当事項はありません。 

  

  

３．業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更



５．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成21年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 676,160 433,854

売掛金 77,203 49,575

原材料及び貯蔵品 36,984 27,461

その他 139,979 132,007

流動資産合計 930,327 642,899

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,285,332 1,167,556

その他（純額） 211,741 129,965

有形固定資産合計 1,497,074 1,297,521

無形固定資産 11,323 2,491

投資その他の資産   

差入保証金 645,319 617,250

その他 99,273 117,689

投資その他の資産合計 744,593 734,939

固定資産合計 2,252,991 2,034,952

資産合計 3,183,319 2,677,852

負債の部   

流動負債   

買掛金 173,360 114,012

1年内返済予定の長期借入金 469,156 411,384

未払法人税等 9,301 5,961

店舗閉鎖損失引当金 9,220 14,903

その他 489,084 360,709

流動負債合計 1,150,121 906,970

固定負債   

長期借入金 1,004,074 964,206

その他 311,924 120,406

固定負債合計 1,315,998 1,084,612

負債合計 2,466,120 1,991,582

純資産の部   

株主資本   

資本金 360,171 360,171

資本剰余金 320,171 320,171

利益剰余金 30,701 2,391

株主資本合計 711,044 682,733

新株予約権 6,153 3,536

純資産合計 717,198 686,270

負債純資産合計 3,183,319 2,677,852



（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 2,519,561 2,473,134

売上原価 705,610 669,988

売上総利益 1,813,950 1,803,145

販売費及び一般管理費 1,725,143 1,767,264

営業利益 88,806 35,881

営業外収益   

受取利息 109 0

協賛金収入 6,422 17,401

受取補償金 － 5,622

違約金収入 1,680 －

補助金収入 1,264 －

その他 943 2,242

営業外収益合計 10,419 25,266

営業外費用   

支払利息 7,032 7,357

その他 256 270

営業外費用合計 7,289 7,628

経常利益 91,936 53,520

特別損失   

固定資産除却損 － 0

減損損失 25,245 －

店舗閉鎖損失引当金繰入額 － 2,850

特別損失合計 25,245 2,850

税引前四半期純利益 66,691 50,670

法人税、住民税及び事業税 47,888 3,381

法人税等調整額 △11,674 18,978

法人税等合計 36,213 22,359

四半期純利益 30,477 28,310



（第２四半期会計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期会計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第２四半期会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 1,303,200 1,302,089

売上原価 360,900 355,841

売上総利益 942,299 946,248

販売費及び一般管理費 898,858 912,097

営業利益 43,440 34,150

営業外収益   

協賛金収入 5,643 8,700

違約金収入 1,155 －

補助金収入 1,234 －

その他 575 1,790

営業外収益合計 8,607 10,491

営業外費用   

支払利息 3,800 3,826

その他 168 244

営業外費用合計 3,969 4,070

経常利益 48,079 40,570

特別損失   

固定資産除却損 － 0

減損損失 25,245 －

店舗閉鎖損失引当金繰入額 － 2,850

特別損失合計 25,245 2,850

税引前四半期純利益 22,833 37,720

法人税、住民税及び事業税 29,910 1,627

法人税等調整額 △14,618 11,238

法人税等合計 15,291 12,866

四半期純利益 7,541 24,854



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 66,691 50,670

減価償却費 116,170 113,776

長期前払費用償却額 6,080 5,399

減損損失 25,245 －

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） － △5,683

受取利息 △109 △0

支払利息 7,032 7,357

固定資産除却損 － 0

売上債権の増減額（△は増加） △22,919 △27,627

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,032 △9,523

仕入債務の増減額（△は減少） 46,100 59,348

未収入金の増減額（△は増加） 33,781 △14,548

未払消費税等の増減額（△は減少） 18,545 △31,287

未払金の増減額（△は減少） △3,258 9,780

未払費用の増減額（△は減少） 37,735 43,048

その他の資産の増減額（△は増加） △27,908 △15,442

その他の負債の増減額（△は減少） △1,314 147,237

その他 642 8,073

小計 298,482 340,580

利息の受取額 109 0

利息の支払額 △6,888 △7,141

契約解約金の支払額 － △82,551

法人税等の支払額 △35,746 △3,788

法人税等の還付額 － 21,284

営業活動によるキャッシュ・フロー 255,956 268,383

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 24,036 －

出資金の回収による収入 － 10

有形固定資産の取得による支出 △299,786 △68,355

無形固定資産の取得による支出 △750 △7,590

長期前払費用の取得による支出 △2,297 －

差入保証金の差入による支出 △76,267 △48,745

差入保証金の回収による収入 78 9,765

投資活動によるキャッシュ・フロー △354,985 △114,916

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 500,000 300,000

長期借入金の返済による支出 △153,849 △202,360

リース債務の返済による支出 － △8,801

財務活動によるキャッシュ・フロー 346,151 88,838

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 247,122 242,305

現金及び現金同等物の期首残高 268,985 433,854

現金及び現金同等物の四半期末残高 516,108 676,160



 該当事項はありません。  

   

 該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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